
当院では治療によって生じる口腔内のトラブル
 を予防し，治療が円滑に進むよう治療開始前か
 ら歯科医院や歯科口腔外科を勧めています．

 また手術後に食事摂食の障害となる口内炎(口
 腔粘膜炎)や口腔内の乾燥予防など対応が早

 期から必要です．

入院・手術前の歯科口腔外科受診のお勧め

手術前には口の管理が大切です



口腔内は菌が多く繁殖する場所です．

手術前から口腔内の細菌数をできるだけ減らし
 ておくことが大切です

また口腔内の状態が手術中やその後の全身の
 回復にも影響があります

口腔管理によるメリット

①手術後の肺炎予防

②手術後の傷口の感染予防

③全身麻酔時の気管挿管で歯が折れたり抜け
 ないように準備する

④手術前から良くかめる状態にして手術後の
 全身の回復を助ける



手術前の口腔内の管理は

①口腔内全体の検査を行う

②口腔内の清掃

③個人個人に適した口腔内清掃法の説明

④検査の結果歯科治療が必要と判断された場
 合治療を勧めます



手術前後の口腔の健康管理
 口腔のトラブルを予防して治療を円滑に

これから手術を受けられる方は手術前から口の健
 康(清潔で，良く噛めること)が大切です。

入院中口腔内のトラブルによっておいしい食事が
 できなくなったり，楽しく会話ができなくなったりする

 だけでなく，熱が出たり，肺炎などにより入院期間
 が延びたりすることや入院の主目的である治療自
 体に支障を来すこともあります．

そこで手術前から口腔のトラブルを予防・改善し治
 療を円滑にするための口腔の健康管理に関する

 アドバイスをまとめてみました．参考にして下さい．



歯周病が全身におよぼす影響

口は栄養の入口であると同時に呼吸や発音など
 の全身にかかわるさまざまな役割を担っている．

糖尿病などの病気があると歯周病(歯槽膿漏)にな
 りやすいのはご存じかもしれませんが，口腔内が

 不潔な状態になると歯周病が進行し，歯の周りか
 ら口の中の筋などが全身に拡がってしまいます．
 その結果心疾患・脳卒中・糖尿病など

発症リスクが高くなります．



歯周病と各疾患の発症リスク

• 心疾患: 2.8倍

• 脳卒中: 2.1倍

• 糖尿病: 2.5倍

• 低体重児出産: 7.5倍



手術と口腔の健康
口腔は栄養の入口であり，様々な細菌やウイルスなどの侵入経路です

手術の影響や栄養状態・免疫機能の低下

口腔内・のど・気管・肺などの感染に対する抵抗力の低下

口腔内の細菌が肺に侵入して

肺炎を発症

本来の治療継続が困難

頭頚部・食道・胃・肺などの手術では

 口腔内の細菌が手術した部位に感染

手術創の治癒延長

治療入院期間の延長



手術前後で注意すること
 ぐらぐらしている歯はありませんか?

全身麻酔での手術は,人工呼吸器の管が口を通して
 気管に入ります．

この際歯が折れたり,抜けたりしないように術前に歯
 を守準備が必要です．

手術前に口腔内の検査を行い必要な治療を済ませ
 ておくことと,口腔内を清潔に保つ練習をしていくこと
 が大切です．



口腔内を清潔に保ちましょう!

生きた菌の塊．日常の清掃で除去する

歯垢(プラーク)



歯石沈着

石灰化した歯垢が歯石．専門的な器具で除去する



義歯(入れ歯)

カンジタ(カビの一種)など菌の温床になる



口腔乾燥

痰や痰が角化したものがつきやすくなる



粘膜の炎症部から菌が入り込み感染症を引き起こします

口腔粘膜炎・口内炎



化学療法・放射線療法中の
 口腔の健康管理

 口腔のトラブルを予防して治療を円滑に

これから化学療法・放射線療法を受けられる方は治療
 前から口の健康(清潔で，良く噛めること)が大切です。

治療中口腔内のトラブルによっておいしい食事ができな
 くなったり，楽しく会話ができなくなったりするだけでなく，
 口内炎などにより食事が十分にできないために体力が

 落ち入院の主目的である治療自体に支障を来すことも
 あります．

そこで化学療法・放射線治療を始める前から口腔のトラ
 ブルを予防・改善し治療を円滑にするための口腔の健

 康管理に関するアドバイスをまとめてみました．参考にし
 て下さい．



歯周病が全身におよぼす影響

口は栄養の入口であると同時に呼吸や発音など
 の全身にかかわるさまざまな役割を担っている．

糖尿病などの病気があると歯周病(歯槽膿漏)にな
 りやすいのはご存じかもしれませんが，口腔内が

 不潔な状態になると歯周病が進行し，歯の周りか
 ら口の中の筋などが全身に拡がってしまいます．
 その結果心疾患・脳卒中・糖尿病など

発症リスクが高くなります．



歯周病と各疾患の発症リスク

• 心疾患: 2.8倍

• 脳卒中: 2.1倍

• 糖尿病: 2.5倍

• 低体重児出産: 7.5倍



治療中・治療後には以下のような症状が現れる事があります．
•口内炎(口腔粘膜炎)
•むし歯・歯周病
•口腔内の粘膜や歯肉が痛んだり,舌がヒリヒリする

•感染を起こす
•口腔内の乾燥
•粘膜の表面が剥がれる,割れる

•味が変わったようになる
•食べ物が飲み込みずらい
•会話がしにくい

化学療法・放射線治療中とその前後に注意すること

※化学療法
口腔合併症は全患者の40%,骨髄移植では75%
放射線併用では100%起こる

※放射線治療
頭頚部癌では100%起こる

これらの症状を少しでも軽くするため,治療前に口腔内の検査

 を行い必要な治療を済ませておくことと,口腔内を清潔に保つ

 練習をしておくことが大切です．



化学療法による口内炎は治療開始後3～
 7日頃または白血球数が低下した10～14
 日頃に出現します．白血球は感染から体

 を守る免疫の役割を担っていますが,化学

 療法を開始すると白血球数が減ってしまう

 ため感染症にかかりやすくなります．

化学療法による口内炎の特徴

化学療法による口内炎の大部分は治療後2～3週間でほぼ治ります．しかし一度口

 内炎が出現した部位はその後も出現しやすいので予防に努めましょう．
また口内炎だけでなく以下の病気や症状の予防するためにも歯科治療や口腔内を

 清潔に保つことは有効です．


 

がん治療による口内炎の発症


 
むし歯・歯周病・その他の口腔粘膜疾患


 

口腔乾燥・口臭


 
誤嚥性肺炎・細菌性心内膜炎などの感染症
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